
現代を代表する詩人

２0歳で詩集「二十億光年の孤独」でデビュー後
昨秋９２歳で亡くなるまで、約７０年にわたり、詩集、
絵本、翻訳本、作詞など、数多くの作品を発表

高い視座から「この世」、「いのち」、「いきること」を
根源から見つめ探求し続けた彼から紡ぎだされる
言葉たちは、私たちに多くの気づきを与えてくれます

詩という限られた言葉の世界で、優しい表現ながら
非常に深い内容を伝えられる「日本語の使い手」
とも言われていました

谷川俊太郎さんの作品を、一人でも多くの方々に
手に取って頂きたいと思い、当館蔵書の中から、
彼の作品の一部をご紹介いたします


